
（令和６年７月２４日現在）

1 生育状況

１）移植栽培（７月19日調査結果）

参考

出穂期

本年値
(cm)

平年比
(%)

本年値
(本/m²)

平年比
(%)

本年値
(GM)

平年差
本年値
（枚）

平年差
（枚）

本年値 平年差
平年値
(月/日)

だて正夢 4/16 稚苗 5/10 18.5 5.0 80.8 105 520 110 36.0 -1.9 12.0 0.4 7月10日 0 8月8日

金のいぶき 4/16 稚苗 5/10 18.5 5.0 80.5 98 596 109 33.6 0.8 12.1 -0.4 7月11日 0 8月2日

※「金のいぶき」の平年差比（　）は、平年値がないため前年値との比較。

※「金のいぶき」は、令和４年産の種子を使用している。

２）直播栽培

参考
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平年比
(%)
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(本/m²)

平年比
(%)

本年値
(GM)

平年差
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（枚）

平年差
（枚）

本年値 平年差

乾田直播栽培 グレーンドリル鎮圧 4月12日 5.1(-1.9) 11.0 80.9 124 681 130 37.1 3.3 11.3 0.0 7月11日 -5 (8月6日)

湛水直播栽培 鉄コ―ティング 5月9日 2.0(-0.8) 5.0 70.0 105 747 115 38.3 -2.0 10.3 0.3 7月18日 -3 8月15日

※1「播種量乾燥籾(kg/10a)」の（　）は、乾田直播栽培が前年差、湛水直播栽培が平年差

※2「乾田直播栽培」の平年差比（　）は、平年値がないため前年値との比較

2 栽培管理等

１）だて正夢・金のいぶき

・基本的な管理は、「ひとめぼれ」に準して実施する。

 ・「金のいぶき」は、いもち病に弱いので、殺菌剤系の箱施用剤と水面施用剤による３回防除を基本とする。（※必要に応じて出穂直前に茎葉散布剤で穂いもち病防除を行う。）

２）直播栽培共通

 ・水管理は、間断かん水または飽水管理とする。

・いもち病防除を実施していないほ場では、出穂前に防除を実施する。

・紋枯病の多発が予想される場合は、薬剤防除を実施する。

・イネツトムシ（イチモンジセセリ）、７月下旬から８月上旬に発生しやすいので、ほ場内を見回り発生が多い場合には防除を実施する。

・斑点米カメムシ類、穂揃期とその７～１０日後の２回防除を基本とする。
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